
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７０３

若手研究(B)

2014～2012

咬合異常による脳内ストレス回路の賦活化と回復機構の解明

Elucidation of the recovery mechanism from stress response in the brain caused by 
malocclusion.

４０５１６７５４研究者番号：

大塚　剛郎（OTSUKA, TAKERO）

神奈川歯科大学・歯学研究科（研究院）・助教

研究期間：

２４７９２１１８

平成 年 月 日現在２７   ６   ４

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：これまでの研究により咬合異常は大脳において扁桃体をはじめとする辺縁系や前頭前野など
、ストレスや情動と密接に関わる脳部位が賦活されることが機能的磁気共鳴画像法による研究により報告してきたが、
今回の研究で比較的撮像操作が容易で臨床向きである近赤外線分光法を用いて、咬合位常時のストレス反応を大脳の前
頭前野に着目することで客観的に計測が可能なことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Our previous functional magnetic resonance imaging (fMRI) study have suggested 
that malocclusion affects the emotional state of brain regions, such a limbic area or prefrontal cortex 
(PFC).　In this experiment, functional near-infrared spectroscopy (fNIRS) of the PFC could be used to 
objectively evaluate the occlusal condition. Because the fNIRS device is easier to control than other 
neuroimaging methods, it is more suitable for evaluating the occlusal condition in clinical settings.

研究分野： 歯科矯正学
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１．研究開始当初の背景 
 社会構造の急激な変化に伴い、人々は計り
知れないストレス環境下にあり、若齢者から
高齢者に至るまで統合失調症、うつ病、不定
愁訴などの精神疾患が急増し、そのための対
策が求められている。また、厚生労働省の先
進医療に指定された光トポグラフィー検査
により、うつ病や統合失調症の診断が行える
可能性が出てきており、現在注目されている。 
 近年、実験動物を用いた研究によって、咬
合支持の喪失や咬合高径の変化あるいは咬
合干渉の付与によって、その全身に及ぼす影
響として、尿中コルチゾール量や血中コルチ
コステロン濃度が増加し、また脳内ではドー
パミン放出量が増大することなどが明らか
にされている。これらのことは、咬合障害や
咬合不全が高次脳および全身に対してスト
レス状態を惹起する可能性があることを示
しており、咬合不全が免疫系、神経系に重大
な影響を与えうる可能性を意味するもので
ある。一方、臨床的には、咬合不全を主訴と
して来院する症例には、咬合高径の低下や上
顎前歯の過度の舌側傾斜による下顎の後方
偏位を伴っている症例が散見される。下顎の
後方偏位によるトラブルの一部は、下顎頭に
より本来負荷を受けるべきでは無い関節円
板後部結合組織の圧迫に起因することが考
えられており、近年、下顎の後方偏位により
大脳では「扁桃体をはじめとする辺縁系」や
「前頭前野」など、ストレスや情動と密接に
関わる脳部位が賦活されることが機能的磁
気共鳴画像法 (fMRI) によるヒトを対象に
した研究により報告されている。 
２．研究の目的 
 本研究では、比較的撮像操作が容易でより
臨床向きである近赤外線分光法(NIRS)を用
いて、下顎の後方偏位時にストレス反応と密
接 に 関わる 大 脳の前 頭 前野背 内 側 部
（adMPFC）の賦活に着目し、顎偏位を伴う咬
合不全時のストレス状態を脳活動状態より
客観的に評価することができないか検討し、
咬合機能が悪化した際に起こる不快感の状
態を非侵襲的脳機能計測技術（光トポグラフ
ィー）を用いて神経科学的に解明し、脳の高
次機能ネットワークの視点から咬合不全に
よる脳のストレス関連ネットワークに対す
る、咬合医療の意義を社会に広くアピールす
ることを目的とした。 
３．研究の方法 
 本研究では、研究の主旨および内容につい
て説明をして同意を得られた健常ボランテ
ィア１２人を被験者とした。NIRS 計測装置を
各被験者の前頭部に装着し不正咬合モデル
としての下顎が後方に偏位した状態で保持
されるように製作した上顎歯列スプリント
を装着して、下顎安静位で 40 秒間下顎を保
持すること、次いでスプリントで後方に誘導
された顎位でのクレンチングを 15 秒間おこ
なうことをタスクとして 3 サイクル行った。
同様のタスクデザインで下顎の位置が通常

時と変化しないコントロールスプリント装
着時の前頭前野における脳活動も計測した。 

実験終了後に、各スプリントの不快度を
Visual Analog Scale (VAS) にて評価した。 
４．研究成果 
前頭前野背内側部（adMPFC） における脳活
動強度を算出したところ、不正咬合モデル時
に有意 (P＜0.01) な脳活動の増強を認めた。 

 
adMPFCにおける脳賦活強度とVASによる不快
度の測定結果の相関関係においては正の相
関 (r=0.77) が認められた。 

これらの結果を併せて考えると、下顎の後方
偏位はストレス状態を惹起している可能性
が示唆され、fMRI 法を用いた先行研究の結果
と一致した。NIRS 装置は他の脳機能画像法と
比較して、計測の容易さや装置自体の可動性



も有するためチェアーサイドにおいても使
用可能であり、咬合不全におけるストレス状
態の客観的評価に関する臨床応用が将来的
に期待される。 
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